
　
本
書
は
、
故
鷲
見
定
信
先
生
が
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、

月
刊
誌『
浄
土
』（
法
然
上
人
鑽
仰
会
発
行
）に
掲
載
さ
れ
た「
仏
教
と
民
俗
」を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
二
十
一
年
二
月
十
九
日
、
鷲
見
先
生
は
六
十
五
回
目
の
誕
生
日
に
急
逝
さ
れ
た
。
よ
う
や
く
表
葬

儀
を
終
え
た
後
、
私
ど
も
が
大
学
で
教
え
を
受
け
た
後
輩
が
大
き
な
喪
失
の
な
か
に
い
る
と
き
、
鷲
見
先

生
の
恩
師
に
当
た
る
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
で
浄
土
宗
鎌
倉
大
本
山
光
明
寺
宮
林
昭
彦
大
僧
正
台
下
を

中
心
に
鷲
見
先
生
の
遺
稿
集
を
刊
行
し
よ
う
で
は
な
い
か
、い
や
し
な
く
て
は
、と
い
う
声
が
、あ
が
っ
た
。

　『
鷲
見
定
信
遺
稿
論
文
集
　
仏
教
と
民
俗
』と
対
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
が
、学
術
研
修
論
文
で
は
な
く
、

一
般
読
者
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
手
に
取
り
や
す
い
よ
う
、
装
幀
や
版
を
変
え
た
。

　
本
書
の
内
容
は
、
一
般
読
者
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
今
回
編
集
に
際
し
て
、

改
め
て
読
み
直
し
て
み
る
と
、
毎
月
の
行
事
に
関
し
て
、
そ
の
造
詣
の
深
さ
と
幅
広
さ
、
欧
米
の
資
料
、

先
生
の
専
門
で
あ
っ
た
宗
教
学
、
文
化
人
類
学
、
民
俗
学
か
ら
の
視
点
な
ど
、
よ
く
こ
れ
だ
け
の
内

容
を
こ
の
紙
数
に
納
め
た
も
の
だ
と
感
じ
入
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
書
を
編
集
す
る
に
当
た
っ
て
、
文

章
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
註
や
出
典
、
一
般
に
は
難
解
な
用
語
の
解
説
を
付
け
加
え
た
。
さ

ら
に
、
写
真
や
図
版
を
各
月
ご
と
に
数
多

く
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
理
解
し
や
す
い

内
容
を
心
が
け
た
。

　
な
お
、
掲
載
し
た
写
真
に
つ
い
て
は
主

に
、
宗
教
民
俗
と
新
宗
教
を
専
門
と
す
る

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
藤
田
庄
市
氏
の
作
品

で
あ
る
。

（「
あ
と
が
き
」
よ
り
抜
粋
）

四
六
判
・
総
頁
一
八
〇
　
定
価
一
五
七
五
円

鷲
見
定
信  

仏
教
と
民
俗
の
歳
時
記

　
　

　  

仏
教
と
民
俗―

は
じ
め
に

　
正
月
の
行
事 

一
ッ
火
と
修
正
会

　
二
月
の
行
事 

そ
の
一  

節
分
の
鬼―

―

追
儺
と
豆
ま
き

　 

そ
の
二  

針
供
養 

　
三
月
の
行
事 

彼
岸
会

　
四
月
の
行
事 

花
ま
つ
り―

―

灌
仏
会
と
卯
月
八
日

　
五
月
の
行
事 

端
午
の
節
句
と
来
迎
会

　
六
月
の
行
事 

御
霊
会
と
施
餓
鬼
会

　
七
月
の
行
事 

七
夕
と
七
日
盆

　
八
月
の
行
事 

盆
と
盆
踊
り

　
九
月
の
行
事 

大
光
院
開
山
忌
と
呑
竜
信
仰

　
十
月
の
行
事 

十
夜
法
要

十
一
月
の
行
事 

冬
至
と
大
師
講

十
二
月
の
行
事 

仏
名
会

         

目
　
次

編
集
代
表
武
田
道
生

淑
徳
大
学
准
教
授
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行
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本
書
を
推
薦
し
ま
す 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

石
上
　
善
應 

大
正
大
学
名
誉
教
授

伊
藤
　
唯
眞 

浄
土
門
主
・
総
本
山
知
恩
院
門
跡

　 

佛
教
大
学
名
誉
教
授

桂
　
　
大
瀛 

前
浄
土
宗
宗
議
会
議
員

島
薗
　
　
進 

東
京
大
学
大
学
院
教
授

井
上
　
順
孝 

国
学
院
大
学
教
授

池
上
　
良
正 

駒
澤
大
学
教
授

岡
本
　
宣
丈 

浄
土
宗
文
化
局
長

小
澤
　
憲
珠 

大
正
大
学
名
誉
教
授

高
橋
　
弘
次 

大
本
山
金
戒
光
明
寺
法
主

 

佛
教
大
学
名
誉
教
授

多
田
　
孝
文 

大
正
大
学
学
長

圭
室
　
文
雄 

日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
々
長

 

明
治
大
学
名
誉
教
授

中
井
　
真
孝 
佛
教
教
育
学
園
理
事
長

 
佛
教
大
学
名
誉
教
授

中
野
　
正
明 

京
都
華
頂
大
学
学
長

広
瀬
　
卓
爾 

佛
教
大
学
教
授

福
原
　
隆
善 

前
佛
教
大
学
学
長

 

仏
教
大
学
教
授

藤
本
　
浄
彦 

浄
土
宗
総
合
研
究
所
所
長

 

仏
教
大
学
教
授

星
野
　
英
紀 

大
正
大
学
元
学
長

 

日
本
宗
教
学
会
元
会
長

水
谷
　
幸
正 

佛
教
大
学
名
誉
教
授

宮
林
　
昭
彦 

大
本
山
光
明
寺
法
主

佐
々
木
宏
幹 

駒
澤
大
学
名
誉
教
授

奈
良
　
康
明 

駒
澤
大
学
名
誉
教
授

❐
鷲
見
定
信
先
生
と
私
が
昵
懇
に
な
っ
た
の
は
、
浄
土
宗
総
合

研
究
所
に
新
た
に
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
葬
祭
仏
教
研
究
班
」

が
平
成
五
年
十
月
に
結
成
さ
れ
、
そ
の
研
究
の
た
め
足
繁
く
東

西
を
往
来
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

❐「
葬
祭
仏
教
」
に
は
強
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
研
究
会
が
本
格

的
に
始
動
す
る
前
段
階
か
ら
、
葬
祭
仏
教
に
関
す
る
文
献
を
集

め
た
り
、
研
究
の
構
想
大
綱
を
プ
リ
ン
ト
す
る
な
ど
協
力
を
惜

し
ま
れ
な
か
っ
た
。
ス
ム
ー
ズ
な
発
足
が
で
き
た
の
は
鷲
見
先

生
の
お
陰
で
あ
る
。
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
場
合
、
重
源
ば
り

に
云
え
ば
「
支
度
第
一
の
鷲
見
先
生
」
で
あ
っ
た
。

❐
浄
土
宗
総
合
研
究
所
が
「
葬
祭
仏
教
」
を
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
上
げ
た
の
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
今
、
教

団
の
実
相
を
把
握
す
る
上
で
極
め
て
正
当
な
研
究
課
題
で
あ
っ

た
。
研
究
に
当
っ
た
人
々
も
専
攻
が
教
学
、
法
式
、
宗
教
学
、

社
会
学
、
民
俗
学
と
多
方
面
に
亘
っ
て
い
た
の
も
当
然
な
こ
と

で
あ
っ
た
。
第
一
次
の
「
葬
祭
研
究
」
の
成
果
を
ノ
ン
ブ
ル
社

か
ら
公
刊
し
た
時
に
、
私
は
こ
の
研
究
を
「
葬
祭
学
事
始
め
」

と
称
し
た
が
、
僚
友
・
鷲
見
先
生
も
同
じ
想
い
で
あ
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。
当
時
、
散
骨
が
問
題
と
さ
れ
、
家
と
祭
礼
、
戒
名
の

❐
鷲
見
定
信
先
生
と
の
出
会
い
は
、
大
正
大
学
に
入
学
さ
れ
た
昭

和
三
十
八
年
の
と
き
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
専
攻
は
宗
教
学
で
し
た

が
、
仏
教
学
を
よ
く
聴
講
さ
れ
、
仏
教
の
教
理
よ
り
仏
教
行
事
に

つ
い
て
調
査
研
究
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
終
生
研
究
専

門
の
分
野
は
、
と
く
に
仏
教
民
俗
学
で
あ
り
、
民
間
に
伝
承
さ
れ

た
宗
教
文
化
儀
礼
等
の
諸
相
の
研
究
に
お
い
て
は
新
分
野
を
拓
か

れ
将
来
の
研
究
に
対
し
て
も
大
い
に
期
待
を
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

❐
思
え
ば
先
生
は
昭
和
二
十
年
二
月
十
九
日
、
神
奈
川
県
茅
ケ
崎
、

浄
土
宗
の
梅
雲
寺
に
鷲
見
立
信
上
人
を
師
父
と
し
て
生
を
享
け
、

仏
縁
深
く
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
先
代
立
信
上
人
は
、
と
く
に
法
儀

に
卓
越
し
て
、
光
明
寺
の
十
夜
法
要
の
回
向
師
、
諷
誦
文
十
夜
の

先
達
者
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
が
十
夜
法
要
を
の
ち
の
専
門
分

野
か
ら
学
問
的
に
解
明
を
心
懸
け
ら
れ
た
の
も
、
仏
飯
を
食
ま
れ

た
因
縁
に
よ
る
も
の
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

❐
光
明
寺
の
十
夜
法
要
は
歴
史
的
に
は
慈
覚
大
師
円
仁
に
よ
っ
て

中
国
よ
り
我
が
国
の
天
台
真
如
堂
に
伝
承
さ
れ
、
当
山
第
九
世
観

誉
祐
崇
上
人
に
よ
っ
て
浄
土
宗
十
夜
法
要
の
始
ま
り
と
さ
れ
、
十

日
十
夜
別
時
念
仏
を
行
じ
、
し
か
も
引
声
阿
弥
陀
経
、
殷
々
と
響

❐
鷲
見
さ
ん
が
平
成
二
十
二
年
二
月
十
九
日
に
急
逝
し
、
そ
の
数

日
後
に
ご
自
坊
で
納
棺
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
、
法
嗣

の
鷲
見
宗
信
師
が
二
冊
の
書
物
を
ご
遺
体
に
添
え
る
よ
う
に
納
め

ら
れ
た
。
私
の
記
憶
に
間
違
い
が
な
け
れ
ば
一
冊
は
宮
本
常
一
『
忘

れ
ら
れ
た
日
本
人
』
で
あ
り
、
い
ま
一
冊
は
青
い
表
紙
の
『
浄
土
宗

海
外
開
教
の
あ
ゆ
み
』（「
浄
土
宗
海
外
開
教
の
あ
ゆ
み
」
編
集
委
員

会
編
（
浄
土
宗
開
教
振
興
会
、
一
九
九
〇
）
で
あ
っ
た
。

❐
宮
本
常
一
は
、
一
年
中
日
本
の
村
々
を
自
ら
歩
い
て
民
俗
探
訪

に
終
始
し
た
。
鷲
見
さ
ん
が
、
晩
年
に
な
っ
て
も
新
た
に
沖
縄
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
多
忙
の
中
を
一
年
に
何
度
も
出
か
け
て
い
た

の
を
私
は
聞
い
て
い
た
。
や
は
り
現
場
を
探
訪
す
る
こ
と
に
終
生

強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

❐
さ
て
、
も
う
一
方
の
書
物
『
浄
土
宗
海
外
開
教
の
あ
ゆ
み
』
の
内

容
は
、
戦
前
の
浄
土
宗
の
海
外
布
教
全
体
に
関
す
る
基
礎
資
料
が

そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
以
降
か
ら
鷲
見
さ
ん
が

特
に
関
心
を
持
っ
た
分
野
が
こ
の
浄
土
宗
の
海
外
開
教
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
伝
統
仏
教
の
な
か
で
は
、
ハ
ワ
イ
開
教
を
開
始
し
た
の
は

浄
土
宗
が
最
も
古
い
。
ホ
ノ
ル
ル
の
市
街
地
に
別
院
を
持
ち
、
各

島
に
沢
山
の
浄
土
宗
寺
院
が
あ
る
。
一
九
八
〇
年
頃
、
大
正
大
学

問
題
な
ど
世
間
で
は
い
ろ
ん
な
意
見
が
続
出
し
て
い
た
。
そ
ん

な
時
、
教
義
と
葬
制
の
乖
離
が
古
く
し
て
新
し
い
問
題
と
し
て

世
上
に
生
起
し
て
い
た
。
そ
れ
は
仏
教
と
民
間
受
客
の
問
題
と

い
う
極
め
て
民
俗
学
上
の
課
題
と
も
な
っ
て
い
た
。

❐
鷲
見
先
生
の
遺
稿
集
に
は
仏
教
民
俗
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、

「
十
夜
法
要
と
民
俗
」
篇
で
、「
浄
土
宗
の
十
夜
法
要―

と
く
に

神
奈
川
の
場
合
」
と
「
十
夜
講
と
十
夜
法
要
」
の
二
論
文
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
神
奈
川
光
明
寺
、
旧
末
寺
が
多
い
三

浦
半
島
を
中
心
に
、
後
者
で
は
福
岡
の
事
例
を
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
と
も
に
寺
院
に
お
け
る
儀
礼
構
造
を
現
行
と
文

献
に
よ
る
再
現
で
、
先
ず
寺
院
内
部
で
の
十
夜
法
要
の
特
色
を

双
盤
、
諷
誦
文
、
塔
婆
な
ど
、
ま
た
引
声
念
仏
、
引
声
阿
弥
陀

経
の
行
道
な
ど
に
求
め
、
ま
た
九
州
地
方
の
十
夜
米
の
お
供
へ

は
死
者
が
出
た
家
よ
り
も
地
域
の
人
々
が
施
主
と
な
っ
て
新
亡

供
養
を
行
っ
た
り
、
ま
た
善
の
綱
に
は
妊
婦
が
安
産
を
願
っ
て

取
り
あ
う
と
い
っ
た
民
俗
的
行
事
が
付
着
し
て
い
る
と
い
う
。

先
生
は
九
州
地
方
の
事
例
を
多
く
蒐
集
さ
れ
て
い
る
の
で
後
進

に
は
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
亡
失
の
事
例
も
多
か
ろ
う
か
ら
貴

重
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
刊
行
辞
』よ
り
抜
粋
）

く
双
盤
、
引
声
念
仏
は
独
特
の
儀
式
作
法
が
行
ぜ
ら
れ
感
動
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
真
如
堂
縁
起
」
や
「
十
夜
念
佛
縁
起
」

に
つ
い
て
教
義
儀
式
に
関
し
て
は
幾
多
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
未
だ
仏
教
行
事
と
民
間
信
仰
と
の
接
点
と
、
儀
礼
構
造
に

つ
い
て
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
を
、
先
生
に
よ
っ
て
綿
密
に
実
証
的

に
解
明
さ
れ
た
研
究
は
掉
尾
を
飾
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

❐
寺
門
に
在
り
て
は
平
成
十
五
年
梅
雲
寺
第
二
十
四
世
の
法
灯
を

継
承
し
、
寺
門
興
隆
と
檀
信
徒
の
教
化
力
は
蓮
門
の
亀
鑑
と
も
い

え
ま
し
ょ
う
。
社
会
教
育
の
面
で
も
梅
雲
寺
保
育
園
を
経
営
し
、

幼
児
教
育
と
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
の
た
め
に
も
尽
く
さ
れ
た

功
績
は
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

❐
ま
こ
と
に
、
先
生
は
資
性
温
和
に
し
て
情
に
深
く
人
を
愛
し
、

徳
風
は
万
人
に
及
び
、
春
風
の
如
き
人
柄
で
し
た
。

❐
今
こ
こ
に
深
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
遺
稿
刊
行
の
辞
を

述
べ
る
こ
と
、
感
無
量
の
も
の
が
あ
り
、
今
は
た
だ
法
楽
自
在
に

し
て
す
み
や
か
に
還
来
し
て
生
前
の
ご
と
く
人
々
を
度
せ
ん
こ
と

を
念
じ
、
思
い
出
と
共
に
一
言
述
べ
て
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（『
刊
行
を
欣
び
、先
生
を
偲
ん
で
』
よ
り
抜
粋
）

が
ハ
ワ
イ
大
学
と
交
流
協
定
を
結
び
、
ハ
ワ
イ
と
の
関
係
も
緊
密

に
な
っ
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
研
究
者
交
流
も
始
ま
っ
た
。
加
え

て
こ
の
時
期
は
日
本
宗
教
の
海
外
展
開
へ
の
関
心
が
学
会
で
も
広

が
っ
た
こ
ろ
で
、
故
柳
川
啓
一
東
大
教
授
、
森
岡
清
美
元
東
京
教

育
大
学
教
授
を
ヘ
ッ
ド
と
し
た
調
査
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
仏
教

だ
け
で
な
く
神
道
、
新
宗
教
の
海
外
布
教
に
関
す
る
実
態
調
査
も

行
わ
れ
て
い
た
。

❐
戦
前
の
日
本
仏
教
が
も
っ
と
も
活
発
に
開
教
活
動
を
行
っ
て
い

た
の
は
、
日
本
が
植
民
地
化
し
た
東
ア
ジ
ア
方
面
お
よ
び
東
南
ア

ジ
ア
で
あ
り
、
ま
た
南
洋
諸
島
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は

日
本
敗
戦
の
結
果
、
現
在
は
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
さ
え
不
可
能
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
デ
ー
タ
収
集
は
大
変
困
難
で
あ
っ
た
と
容

易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
鷲
見
さ
ん
は
苦
労
を
い
と
わ
ず
、
残

さ
れ
た
断
片
的
な
資
料
の
集
積
お
よ
び
当
時
を
知
る
関
係
者
の
聞

き
取
り
な
ど
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
が
『
浄
土
宗

海
外
開
教
の
あ
ゆ
み
』
と
な
っ
て
広
瀬
卓
爾
氏
と
の
共
編
と
い
う

形
で
一
九
九
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
近
代
浄
土
宗
宗
団
に
お
け
る

海
外
開
教
の
全
貌
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
浄
土
宗
と
し
て
は
大
変

貴
重
な
書
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。（『
あ
と
が
き
』よ
り
抜
粋
）

伊
　
藤
　
唯
　
眞
　
浄
土
門
主
・
総
本
山
知
恩
院
門
跡

宮
　
林
　
昭
　
彦
　
大
本
山
光
明
寺
第
百
十
二
世
　
法
主

星
　
野
　
英
　
紀
　
大
正
大
学
元
学
長
・
日
本
宗
教
学
会
元
会
長

✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽
✽


	bukkyowasim-1
	bukkyowasim

